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本
書
は
、
三
谷
孝
氏
が
生
前
進
め
た
現
代
中
国
社
会
の
秘
密
結
社
を
中
心

と
す
る
民
衆
運
動
に
関
す
る
論
考
に
、
一
九
三
〇
年
代
の
陳
翰
笙
ら
「
中
国

農
村
派
」
に
関
す
る
論
考
を
加
え
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
六
つ
の
グ
ル

ー
プ
か
ら
な
る
、
全
一
四
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

 
第
一
グ
ル
ー
プ
「
秘
密
結
社
研
究
の
概
要
と
課
題
」。
第
一
章
「
現
代
中
国

秘
密
結
社
研
究
の
課
題
」
で
は
、
紅
槍
会
を
は
じ
め
と
す
る
蜂
起
や
労
働
者

運
動
の
発
生
と
展
開
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
革
命
と
伝
統
の
相
克
や
共
存
関
係
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
「
戦
前
期
日
本
の
中
国
秘
密
結
社
に
つ
い
て
の

調
査
」
は
、
平
山
周
な
ど
の
見
聞
や
分
析
か
ら
興
亜
院
・
軍
部
・
満
鉄
調
査

部
な
ど
の
機
関
に
よ
る
調
査
を
鳥
瞰
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
第
二
グ
ル
ー
プ
「
紅
槍
会
研
究
」。
第
三
章
「
国
民
革
命
時
期
の
北
方
農
民

暴
動
」
と
第
四
章
「
国
民
革
命
期
に
お
け
る
中
国
共
産
党
と
紅
槍
会
」
は
、

か
つ
て
の
民
衆
運
動
研
究
に
み
ら
れ
た
先
進
と
後
進
と
に
二
分
す
る
運
動
評

価
を
、
新
聞
雑
誌
の
分
析
を
通
し
て
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
五
章
「
紅

槍
会
と
郷
村
社
会
」
は
、
紅
槍
会
型
組
織
の
特
徴
は
内
外
と
の
複
雑
な
関
係

か
ら
解
釈
で
き
る
と
説
明
し
て
い
る
。
 

 
第
三
グ
ル
ー
プ
「「
迷
信
打
破
運
動
」
研
究
」
。
第
六
章
「
南
京
政
権
と
「
迷

信
打
破
運
動
」 （
一
九
二
六
～
一
九
二
九
）」

は
、
南
京
中
央
官
僚
と
地
方
社
会
と

の
対
抗
関
係
を
党
・
政
府
の
角
度
か
ら
検
討
し
、
社
会
変
革
の
多
様
性
を
考

察
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
七
章
「
江
北
民
衆
暴
動
（
一
九
二
九
年
）
に
つ
い
て
」

と
第
八
章
「
大
刀
会
と
国
民
党
改
組
派
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
江
蘇
省
北
部
の
小

刀
会
と
南
京
近
郊
の
大
刀
会
を
取
り
上
げ
、「
迷
信
打
破
運
動
」
の
背
景
に
あ

る
社
会
問
題
を
解
読
し
て
い
る
。
 

 
第
四
グ
ル
ー
プ
「
秘
密
結
社
と
政
治
勢
力
と
の
関
係
」。
第
九
章
「
伝
統
的

農
民
闘
争
の
新
展
開
」
は
、
国
民
党
と
共
産
党
に
よ
る
民
衆
運
動
に
対
す
る

指
導
と
い
う
観
点
か
ら
、
天
門
会
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
〇
章
「
天
門
会
再
考
」
と
第
一
一
章
「
天
門
会
発
祥
の
地
を
訪
ね
て
」

は
、
作
者
が
一
九
八
八
年
と
一
九
九
三
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
河
南
省
農
村

で
お
こ
な
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
を
も
と
に
、
民
間
結
社
発
祥
の
背
景
を

考
察
し
て
い
る
。
 

 
第
五
グ
ル
ー
プ
「「

中
国
農
村
」
派
研
究
」
。
第
一
二
章
「
中
国
農
村
経
済

研
究
会
と
そ
の
調
査
」
と
第
一
三
章
「
抗
日
戦
争
中
の
『
中
国
農
村
』
派
に

つ
い
て
」
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
陳
翰
笙
を
中
心
と
す
る
農
村
調
査
に
つ
い

て
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
農
村
変
革
の
工
作
、
抗
戦
前
の
農
村
社
会
論
の

変
容
な
ど
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
 

 
第
六
グ
ル
ー
プ
「
中
国
内
陸
部
に
お
け
る
一
貫
道
の
実
態
」。
第
一
四
章
「
反

革
命
鎮
圧
運
動
と
一
貫
道
」
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
五
〇
年
代
ま
で

山
西
省
長
治
市
の
一
貫
道
を
事
例
に
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
直
後
の
一
貫

道
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
と
そ
れ
に
対
す
る
抵
抗
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 
本
書
最
大
の
特
徴
は
、
民
衆
運
動
の
研
究
を
か
つ
て
の
「
人
民
闘
争
史
」

の
段
階
か
ら
中
国
社
会
史
研
究
の
段
階
へ
と
推
し
進
め
た
点
で
あ
る
。
ま
た
、

中
国
歴
史
研
究
に
お
け
る
重
要
な
研
究
方
法
と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
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重
視
す
べ
き
だ
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
関
連
分
野
の
研
究
者
に
と
っ
 

て
多
く
の
示
唆
に
富
む
良
著
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
（
馬
 
海
龍
）
 

 
 


